
質問回答

2016年 5月 31日
「案件名：フィリピン国中部ルソン・カラバルソン地域における産業振興の可能性と開発課題に係る情報収集・確認調査」

（公示日：2016年 5月 18日／公示番号：160280）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

1 P.5
第１ 指示書の適用

第８ プレゼンテーション

6月 9日に１０分間のプレゼンテーションが予定さ
れておりますが、貴機構が奨励するプレゼンテー

ション構成・フォーマット等がございましたら、御教

示願います。

業務の実施方針等、提案のポイントをご説明くだ

さい。特に構成・フォーマット等は指定していませ

ん。

2 P.11
第 2業務の目的・内容に関する事項

3.対象地域及び実施体制
（2）実施体制

ステアリング・コミッティに、CDC（クラーク開発公
社）が入っていないが、CDC はメンバーとして想
定していないのでしょうか。或いは、BCDA がクラ
ークをカバーするという前提でしょうか。

BCDA がクラークをカバーする想定ですが、ステ
アリング・コミッティのメンバーは現在も調整中で

すので、CDCも加わる可能性もあります。

3 P17
同

6. 業務の内容
(9)提案活動支援業務

提案活動支援業務で想定されている政策対話

（対フィリピン政府）はどのような形態でしょうか。

ホテル等の会場の確保等を想定されているでしょ

うか。その場合の費用は見積もりに含める必要が

あるでしょうか。開催時期の想定はありますでしょ

うか。

直接関係実施機関を往訪もしくはホテル等の会

議スペースを想定していますが、ドラフト・ファイナ

ルレポート作成後、調査結果が固まった段階で、

開催有無も含めて、ステアリング・コミッティと協議

の上、具体化していく予定です。見積について

は、業務指示書に記載の M/Mは当該パート分を
含めていますが、それ以外の経費は、開催が具

体化した段階で検討するため、現段階で見積に

含める必要はありません。

4 同 日本国内での提案活動の想定はどのようなもの

でしょうか（ワークショップ/個別訪問）。ワークショ
ップの場合の会場費等、個別訪問の場合の同行

ワークショップ・説明会を想定しておりますが、ドラ

フト・ファイナルレポート作成後、調査結果が固ま

った段階で、開催有無も含めて、ステアリング・コ



コンサルタントの交通費等は見積もりに含める必

要があるでしょうか。開催時期の想定はあります

でしょうか。

ミッティと協議の上、具体化していく予定です。

見積については、業務指示書に記載のM/Mは
当該パート分を含めていますが、それ以外の経

費は、開催が具体化した段階で検討するため、現

段階で見積に含める必要はありません。

5 同 ① 及び ② 本項目については、「提案活動を行う場合、必要

に応じて支援作業を行う」となっています。作業計

画の作成及び見積もりにあたっては、当該業務

が発生する前提として作成するべきでしょうか。

或いは、オプションとして扱うべきでしょうか。

当該業務が発生する前提とする場合（作業計画

及び見積もりに含むべき場合）は、①及び②につ

いて、それぞれ回数、日数、対象者数、会場費の

要否についてご教示ください。

開催有無につきましては、調査の中で、ステアリ

ング・コミッティと協議の上、具体化していく予定で

す。業務指示書に記載の M/M は当該パート分を
含めていますが、それ以外の経費は、開催が具

体化した段階で検討するため、現段階で見積に

含める必要はありません。

6 同 想定されている実施時期はございますか。 ドラフト・ファイナルレポート作成後、調査結果が

固まった段階を想定しています。

7 P18
同

7. 成果品等
（サ）ファイナル・レポート

和文 4部、英文 14部、要約編和文 3部は全て製
本との理解で良いでしょうか。

ご理解の通り、全て製本です。

8 P18.19
同

各種報告書の提出時期について

p.18とp.19にて提出時期に係る記載が若干異な
っておりますが、以下の理解でよろしいでしょう

か：IC/R 7月下旬、P/R 10月中旬頃、DF/R 2月
上旬頃、F/R 2月下旬頃

ご理解の通りです。7.成果品等（1）調査報告書の
記載を以下の通り修正します。

「・・・最終成果品の提出期限は、2017 年 2 月 1
月とする。」



9 P18
同

（1）調査報告書

「最終成果品の提出期限は、2017 年 1 月とす
る。」とありますが、「（サ）ファイナル・レポート」で

は提出時期が「2017年 2月下旬頃」とありますと
ころ、どちらを正とすべきでしょうか。

同上

10 P.19
第 3 業務実施上の条件

渡航回数：調査実施スケジュールが記載されてお

りますが、現地渡航スケジュールを御教示願いま

す。

業務従事者の役割に応じて、インセプション～プ

ログレス、プログレス～ファイナルのそれぞれの

調査段階で渡航、現地調査を行う予定で、2 回ほ
どを想定しています。より効果的・効率的と思わ

れる提案がありましたら、プロポーザルにて理由

とあわせてご提示下さい。

11 全般 本件、調査対象地域が広域にわたりますが DTI
及びステアリング・コミッティ内に現地事務スペー

ス提供にかかる便宜供与はありますでしょうか。

C/Pである DTIより、提供される予定です。

12 調査団の現地での執務スペースについては実施

機関にて提供頂けるのでしょうか。仮に提供頂け

ない場合、市中の事務所を借上げる費用を見積

に計上してよろしいでしょうか。

以上


